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第2 話 パキスタンの人権活動家 
アースマ・ジャハーンギール（弁護士、元パキ
スタン人権委員会議長）
2018 年 2 月 11 日逝去（享年 66 歳）
文・佐藤 創 Hajime Sato 
2018 年 6 月 
Asma Jahangir 
(https://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/e/ea/As 
ma_Jahangir_Four_Freedoms_Awards_2010_cropped.jpg) 
教育を受けたいと声を上げて行動したパキスタ
ンの少女マラーラ・ユースフザイーが、女性教育
を敵視するイスラーム武装組織に頭部を銃撃され
た事件、そして回復後の彼女の精力的な活動と
2014 年度のノーベル平和賞受賞は、日本において
も広く知られている。そのユースフザイーがある
パキスタン人弁護士の訃報に触れてツイートした。 
「民主主義と人権の擁護者、アースマ・ジャ
ハーンギールが逝ってしまいました。オクスフォ
ードで先週会ったばかりなのに。彼女がもうこの
世にいないなんて信じられません。彼女への感謝
を捧げる方法は、故人が取り組んできた人権と民
主主義を進めるための戦いを続けることです」1。 
ジャハーンギールは、パキスタンにおいて女性
や宗教マイノリティの人権、そして民主主義を擁
護する活動を 40 年あまりにわたり展開してきた
社会活動家である。国内では、軍政下で民主化運
動に果敢に取り組んだことでよく知られている。
1983 年にはズィヤー・ウル・ハック軍事政権に対
して民主化を求めて投獄され、2007 年にもムシャ
ッラフ軍事政権に反対する法曹による運動を主導
して自宅監禁に処された。 
国際的には、ジャハーンギールは人権擁護活動
において注目された 2。軍政下でイスラーム化が進
められ、女性差別的なフドゥード法が 1979 年に導
入されると、これに反対する運動を展開した。た
とえば、同法では姦通と強姦を同じ規定で処罰す
るため、強姦されたにもかかわらず一審で鞭打ち
と懲役の刑に処された少女の弁護に立った。ある
いは、家族から名誉殺人の対象とされた女性の
離婚訴訟を担当するなど、女性の人権を守るこ
とに努めた。 
また、村のモスクに神への不敬な落書きをした
との疑いで、涜神罪で死刑に問われたクリスチャ
ンの少年を弁護するなど、宗教的マイノリティの
権利擁護にも取り組んできた。2017 年にロンド
ン・スクール・オブ・エコノミクス（LSE）で彼女
が行ったアマルティア・セン記念講演のタイトル
は、「宗教的不寛容とその民主主義への影響」であ
る 3。なお、彼女自身はムスリムである。
ジャハーンギールの父は公務員退職後に政治家
となった人物であり、独裁政権下でも歯に衣着せ
ぬ物言いで知られていた。たとえば、バングラデ
シュの独立時（1971 年）には、パキスタン政府に
よる独立運動の弾圧を非難して投獄されている 4。
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また、彼女の母は、高等教育を受けたムスリム女
性がほとんどいなかった時代に、ラホールにある
クリスチャン系のカレッジで学んだ初のムスリム
女性であった。1970 年代半ばには、当時法学部生
であったジャハーンギールは、時の政権に拘禁さ
れた父を解放するための運動を始めたという。
1980 年代には、女性のための法曹扶助センターを
パキスタンにおいて初めて立ち上げた。パキスタ
ン人権委員会の創立メンバーでもあり、後に女性
として初めてパキスタン最高裁法曹協会の長も務
めた。国際的にも活躍し、国連の「宗教または信仰
の自由についての特別報告者」などの要職を歴任
している。 
いうまでもなく、こうした人権擁護活動や民
主化活動を行うことは、ジャハーンギール自身
や彼女の家族の安全を危険に晒すものでもあっ
た。しかも、ユースフザイーの例からも推測され
るように、パキスタンでは、彼女が女性であると
いうことがさらにその危険を高めた 5。そうした
環境のなかで活動をつづけてきた困難や恐怖を、
日本で暮らす私たちが感覚的に理解することは
難しいかもしれないが、彼女の勇気を想像して
みることはできる。 
 「人権は仕事ではありません。それは信念なの
です。……正義は私たちの側の世界では希少なも
のなのです。とても希少。それでも正義を求めて
叫ぶことだけでも、（あなたの叫びが）聞かれてい
るということによる若干の満足を、時には得るの
です。そしてあなたの訴えを社会は聞かねばなら
ない。（社会のドアを）叩き、もう一度叩き、また
叩き、そして叩き、さらに叩き……そしてある日、
あなたの声を社会はようやく聞くでしょう」6（括
弧内は筆者補足）。 
正義が歪められる限り、怒り、叫び、叩き、主張
し続けるべきというジャハーンギールの声は、死
してなお人々の心のドアを打ち続ける。■ 
 
 
[注] 
1. ジャハーンギールの訃報を伝えるインドの報道より
(https://www.ndtv.com/world-news/pakistans-right
s-activist-asma-jahangir-dies-at-66-tributes-pour-in-
on-twitter-1811635）。以下、本エッセイではとくに
断りがない限り、事実関係については、Sarwar（20
18）のほか、パキスタンの英字紙 Dawn（https://w
ww.dawn.com/news/1388771）、イ ンドの英字紙 T
he Hindu（http://www.thehindu.com/news/interna
tional/asma-jehangir-a-symbol-of-resistance-a-votar
y-of-peace/article22723808.ece）などの記述に依拠
している。また、The Economist 誌も“No Place to
 Keep Quiet”という見出しで、ジャハーンギールを
逝去の翌週には Obituary 欄で取り上げている(http
s://www.economist.com/obituary/2018/02/15/obit
uary-asma-jahangir-died-on-february-11th)。なお、
本エッセイで引用しているウェブサイトの最終アク
セス日はいずれも 2018 年 5 月 30 日である。 
2. 国連事務総長も即座にジャハーンギール追悼の声
明を公にした。“Secretary-General's statement on 
the death of human rights activist Asma Jahangir”
（https://www.un.org/sg/en/content/sg/statement/
2018-02-11/secretary-general’s-statement-death-
human-rights-activist-asma）。 
3. ジャハーンギールは、LSE のアマルティア・セ
ン記念レクチャーに呼ばれたはじめてのパキスタン
人とのことである。なおレクチャー（ジャハーンギ
ールの講演とセンのコメントおよびディスカッショ
ン）は下記で視聴可能である。
https://www.youtube.com/watch?v=NMMEwiiceUg 
4. 彼女の父 Malik Ghulam Jilani は、他界後の 201
3 年にバングラデシュ政府が外国人に授与する‘Frie
nds of Liberation War Award’を贈られ、その関係
もあり、ジャハーンギールの逝去は有力英字紙 The 
Daily Star などで、バングラデシュでも広く報じら
れている（https://www.thedailystar.net/country/p
m-prime-minister-sheikh-hasina-mourns-death-lawy
er-social-activist-pakistan-asma-jahangir-153355
0）。 
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5. 実際に、原理主義者に車を襲われたり、母の家に銃
を持った侵入者が乱入したり、危険なことも多く、ジ
ャハーンギールは安全のため子供たちを海外の学校に
行かせる決断をしたという（Sarwar 2018）。 
6. ジャハーンギールは 2014 年に「もう一つのノー
ベル賞」とも呼ばれるスウェーデンのライト・ライ
ブリフッド賞（The Right Livelihood Awards）を受
賞しており、同賞を運営する組織が 2017 年に行っ
た際のインタビューより。下記で視聴可能である。
https://vimeo.com/225966475 
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